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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボウルを有する便器の上に設けられる衛生洗浄装置であって、
　ケーシングと、
　人体局部を洗浄するノズルであって、前記ケーシングに収納される収納位置と前記ケー
シングから進出した進出位置との間で進退可能な前記ノズルと、
　前記ケーシングに対して回動可能に設けられ、前記ノズルが前記収納位置にあるとき前
記ノズルの前方に位置する遮蔽板と、
　前記ノズルの動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記ノズルは、前下方に向けて水を噴出する第１噴出口を有し、
　前記遮蔽板は、前記ノズルが前記収納位置にあるとき初期位置にあり、前記ノズルが前
記進出位置にあるとき前記初期位置から第１角度回動した第１位置にあり、
　前記制御部は、前記衛生洗浄装置の使用前において、前記遮蔽板が前記初期位置から前
記第１角度よりも小さい第２角度回動した第２位置にある状態で、前記第１噴出口から水
を噴出させる前方洗浄動作を行い、
　前記前方洗浄動作において、前記遮蔽板の少なくとも一部は、前記ノズルの前端部より
も前方に位置することを特徴とする衛生洗浄装置。
【請求項２】
　前記遮蔽板は、前記ノズルの進退により回動可能であり、
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　前記制御部は、前記収納位置にある前記ノズルを前記収納位置と前記進出位置との間の
所定位置まで進出させることで、前記遮蔽板を前記初期位置から前記第２位置まで回動さ
せた状態で、前記前方洗浄動作を行うことを特徴とする請求項１記載の衛生洗浄装置。
【請求項３】
　前記第２角度は、前記ノズルの鉛直面に対する進出角度よりも小さいことを特徴とする
請求項１または２に記載の衛生洗浄装置。
【請求項４】
　前記遮蔽板の下端は、前記遮蔽板が前記第２位置にあるとき、前記第１噴出口の中心よ
りも下方または前記第１噴出口の中心と同じ高さに位置することを特徴とする請求項１～
３のいずれか１つに記載の衛生洗浄装置。
【請求項５】
　前記第１噴出口の噴出範囲は、前記遮蔽板が前記初期位置にあるとき前記遮蔽板と重な
り、前記遮蔽板が前記第２位置にあるとき前記遮蔽板と重ならないことを特徴とする請求
項１～４のいずれか１つに記載の衛生洗浄装置。
【請求項６】
　便座と、
　使用者の前記便座への着座を検知する着座検知センサと、
　をさらに備え、
　前記制御部は、前記着座検知センサが前記着座を検知しない状態から前記着座を検知し
た状態になると、前記前方洗浄動作を行うことを特徴とする請求項１～５のいずれか１つ
に記載の衛生洗浄装置。
【請求項７】
　前記ノズルは、前記第１噴出口よりも後方に向けて水を噴出する第２噴出口をさらに有
することを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記載の衛生洗浄装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記遮蔽板を前記初期位置から前記第２位置に回動させる間に、前記第
２噴出口から水を噴出させる後方洗浄動作を行うことを特徴とする請求項７記載の衛生洗
浄装置。
【請求項９】
　前記第１噴出口及び前記第２噴出口は、前記ノズルの前記前端部に設けられ、
　前記第２噴出口は、前記第１噴出口の側方に設けられることを特徴とする請求項７また
は８に記載の衛生洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、一般的に、衛生洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、便器のボウルへの汚れの付着や堆積を抑制する手段として、使用前にボウル
に水を噴出することが知られている。この例として、特許文献１のように、衛生洗浄装置
の人体局部洗浄用ノズルにボウルへ向けて水を噴出する噴出口を設け、ノズルをケーシン
グから進出させて噴出口からボウルに水を噴出するものがある。
【０００３】
　しかし、この衛生洗浄装置では、ノズルはボウルの後方側に位置するケーシングから前
下方に向けて進出するように設けられている。そのため、噴出口から一定の噴出角度で水
を噴出する場合、ノズルを進出させると噴出口の高さ位置が低くなり、噴出口から噴出さ
れた水が付着する範囲は狭くなる。したがって、ノズルを大きく進出させた状態で噴出口
から水を噴出させると、特にボウルの前方側などに水を付着させにくくなってしまう。
【０００４】
　また、この衛生洗浄装置では、ケーシングに収納された状態のノズルの前方には、遮蔽
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板が設けられている。そのため、ノズルをケーシングに収納した状態で噴出口から水を噴
出させると、噴出口の高さ位置は確保できるものの、遮蔽板に水が衝突してしまい、ボウ
ルの前方側に水を付着させにくくなってしまう。
【０００５】
　これを解決する手段として、遮蔽板を大きく回動させた状態で噴出口から水を噴出させ
ることが考えられる。しかし、この場合には、ボウルの前方側に水を付着させやすくなる
ものの、着座中の使用者に水がかかりやすくなってしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－１０１９４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、ノズルの前方に遮蔽板が
設けられた衛生洗浄装置において、着座中の使用者に水がかかることを抑制しつつ、ノズ
ルに設けられた噴出口からボウルの前方側に水を付着させることができる衛生洗浄装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の発明は、ボウルを有する便器の上に設けられる衛生洗浄装置であって、ケーシン
グと、人体局部を洗浄するノズルであって、前記ケーシングに収納される収納位置と前記
ケーシングから進出した進出位置との間で進退可能な前記ノズルと、前記ケーシングに対
して回動可能に設けられ、前記ノズルが前記収納位置にあるとき前記ノズルの前方に位置
する遮蔽板と、前記ノズルの動作を制御する制御部と、を備え、前記ノズルは、前下方に
向けて水を噴出する第１噴出口を有し、前記遮蔽板は、前記ノズルが前記収納位置にある
とき初期位置にあり、前記ノズルが前記進出位置にあるとき前記初期位置から第１角度回
動した第１位置にあり、前記制御部は、前記衛生洗浄装置の使用前において、前記遮蔽板
が前記初期位置から前記第１角度よりも小さい第２角度回動した第２位置にある状態で、
前記第１噴出口から水を噴出させる前方洗浄動作を行い、前記前方洗浄動作において、前
記遮蔽板の少なくとも一部は、前記ノズルの前端部よりも前方に位置することを特徴とす
る衛生洗浄装置である。
【０００９】
　この衛生洗浄装置によれば、遮蔽板を初期位置から第２角度回動させた状態で第１噴出
口から水を噴出させることで、第１噴出口から前下方に向けて噴出された水が遮蔽板によ
って妨害されることを抑制することができ、ボウルの前方側に水を付着させやすくなる。
また、遮蔽板を第１角度よりも小さい第２角度回動させ、遮蔽板の少なくとも一部がノズ
ルの前端部よりも前方に位置する状態で第１噴出口から水を噴出させることで、着座中の
使用者に第１噴出口から噴出された水がかかることを抑制できる。例えば、第１噴出口か
ら微細な霧状の水が噴出された場合にも、遮蔽板によって着座中の使用者に第１噴出口か
ら噴出された微細な霧状の水がかかることを抑制できる。
【００１０】
　第２の発明は、第１の発明において、前記遮蔽板は、前記ノズルの進退により回動可能
であり、前記制御部は、前記収納位置にある前記ノズルを前記収納位置と前記進出位置と
の間の所定位置まで進出させることで、前記遮蔽板を前記初期位置から前記第２位置まで
回動させた状態で、前記前方洗浄動作を行うことを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００１１】
　この衛生洗浄装置によれば、ノズルの進退により回動可能な遮蔽板を設けることで、遮
蔽板を自動で回動させるユニットを別途設けなくても、遮蔽板を回動させることができる
。また、ノズルを所定位置まで進出させることで、ボウルの前方側に水を付着させやすく
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なるとともに、第１噴出口の位置が低くなるため、着座中の使用者に第１噴出口から噴出
された水がかかることをより確実に抑制できる。
【００１２】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、前記第２角度は、前記ノズルの鉛直面
に対する進出角度よりも小さいことを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００１３】
　この衛生洗浄装置によれば、第２角度をこのような角度にすることで、ボウルの前方側
に水を付着させやすくなるとともに、着座中の使用者に第１噴出口から噴出された水がか
かることをより確実に抑制できる。
【００１４】
　第４の発明は、第１～第３のいずれか１つの発明において、前記遮蔽板の下端は、前記
遮蔽板が前記第２位置にあるとき、前記第１噴出口の中心よりも下方または前記第１噴出
口の中心と同じ高さに位置することを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００１５】
　この衛生洗浄装置によれば、第２位置をこのような位置にすることで、ボウルの前方側
に水を付着させやすくなるとともに、着座中の使用者に第１噴出口から噴出された水がか
かることをより確実に抑制できる。
【００１６】
　第５の発明は、第１～第４のいずれか１つの発明において、前記第１噴出口の噴出範囲
は、前記遮蔽板が前記初期位置にあるとき前記遮蔽板と重なり、前記遮蔽板が前記第２位
置にあるとき前記遮蔽板と重ならないことを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００１７】
　この衛生洗浄装置によれば、第２位置をこのような位置にすることで、ボウルの前方側
に水を付着させやすくなるとともに、着座中の使用者に第１噴出口から噴出された水がか
かることをより確実に抑制できる。
【００１８】
　第６の発明は、第１～第５のいずれか１つの発明において、便座と、使用者の前記便座
への着座を検知する着座検知センサと、をさらに備え、前記制御部は、前記着座検知セン
サが前記着座を検知しない状態から前記着座を検知した状態になると、前記前方洗浄動作
を行うことを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００１９】
　この衛生洗浄装置によれば、使用者の着座をトリガーにして前方洗浄動作などの使用前
洗浄を行うことで、衛生洗浄装置の使用直前にボウルに水を付着させることができる。こ
れにより、ボウルに水を付着させてから時間が経過して付着した水が乾いたり水が落水し
たりしてしまうことを抑制できる。
【００２０】
　第７の発明は、第１～第６のいずれか１つの発明において、前記ノズルは、前記第１噴
出口よりも後方に向けて水を噴出する第２噴出口をさらに有することを特徴とする衛生洗
浄装置である。
【００２１】
　この衛生洗浄装置によれば、第１噴出口よりも後方に向けて水を噴出する第２噴出口を
さらに設けることで、第１噴出口から噴出される水が付着しにくいボウルの後方側に第２
噴出口から噴出される水を付着させることができる。これにより、ボウルのより広い範囲
に水を付着させることができる。
【００２２】
　第８の発明は、第７の発明において、前記制御部は、前記遮蔽板を前記初期位置から前
記第２位置に回動させる間に、前記第２噴出口から水を噴出させる後方洗浄動作を行うこ
とを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００２３】
　この衛生洗浄装置によれば、遮蔽板を初期位置から第２位置に回動させる間に後方洗浄
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動作を行うことで、より短い時間でボウルのより広い範囲に水を付着させることができる
。
【００２４】
　第９の発明は、第７または第８の発明において、前記第１噴出口及び前記第２噴出口は
、前記ノズルの前記前端部に設けられ、前記第２噴出口は、前記第１噴出口の側方に設け
られることを特徴とする衛生洗浄装置である。
【００２５】
　この衛生洗浄装置によれば、ノズルの前端部において第２噴出口を第１噴出口の側方に
設けることで、ノズルの前端部において第２噴出口を第１噴出口の上方や下方に設ける場
合と比べて、ノズルの前端部が上下方向に長くなることを抑制できる。これにより、遮蔽
板の上下方向の長さを短くすることができ、前方洗浄動作を行う際の第２角度を小さくす
ることができる。第２角度を小さくすることで、着座中の使用者に第１噴出口から噴出さ
れた水がかかることをより確実に抑制できる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の態様によれば、ノズルの前方に遮蔽板が設けられた衛生洗浄装置において、着
座中の使用者に水がかかることを抑制しつつ、ノズルに設けられた噴出口からボウルの前
方側に水を付着させることができる衛生洗浄装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】実施形態に係る衛生洗浄装置を備えたトイレ装置を模式的に表す斜視図である。
【図２】実施形態に係る衛生洗浄装置の要部構成を模式的に表すブロック図である。
【図３】図３（ａ）及び図３（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズルを模式的に
表す斜視図である。
【図４】実施形態に係る衛生洗浄装置のノズルを模式的に表す正面図である。
【図５】図５（ａ）及び図５（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式
的に表す断面図である。
【図６】図６（ａ）及び図６（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式
的に表す断面図である。
【図７】実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式的に表す断面図である。
【図８】実施形態に係る衛生洗浄装置の変形例のノズル周辺を模式的に表す断面図である
。
【図９】実施形態に係る衛生洗浄装置の動作の一例を表すフローチャートである。
【図１０】実施形態に係る衛生洗浄装置の動作の別の一例を表すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同様
の構成要素には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。　
　図１は、実施形態に係る衛生洗浄装置を備えたトイレ装置を模式的に表す斜視図である
。　
　図１に表したように、トイレ装置９００は、腰掛大便器（便器）８００と、その上に設
置された衛生洗浄装置１００と、を備える。衛生洗浄装置１００は、ケーシング４００と
、便座２００と、便蓋３００と、を有する。便座２００と便蓋３００とは、ケーシング４
００に対して開閉自在にそれぞれ軸支されている。便器８００は、ボウル８０１を有する
。
【００２９】
　以下の実施形態の説明では、「上方」、「下方」、「前方」、「後方」、「右側方」、
及び「左側方」を用いるが、これらの方向は、図１に表すように、便座２００に座った使
用者から見た方向である。
【００３０】
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　ケーシング４００の内部には、便座２００に座った使用者の「おしり」などの局部の洗
浄を実現する局部洗浄機能部などが内蔵されている。局部洗浄機能部は、ノズル４７３を
含む。ノズル４７３は、ケーシング４００に収納される収納位置と、ケーシング４００か
ら進出した進出位置との間で進退可能である。ノズル４７３は、ケーシング４００の前下
方に位置するボウル８０１の中心に向けて直線状の軌道で進出し、ボウル８０１の後上方
に位置するケーシング４００の内部に向けて直線状の軌道で後退する。なお、図１に表し
た衛生洗浄装置１００では、ノズル４７３が進出位置にある状態を表している。
【００３１】
　衛生洗浄装置１００には、使用者の便座２００への着座を検知する着座検知センサ４０
４（図２参照）が設けられている。着座検知センサ４０４が便座２００に座った使用者を
検知している場合において、使用者が例えばリモコンなどの操作部５００（図２参照）を
操作すると、ノズル４７３を進出位置に進出させたり、収納位置に後退させたりすること
ができる。
【００３２】
　ノズル４７３は、ケーシング４００から進出した状態で、人体局部に向けて水（洗浄水
）を吐出し、人体局部の洗浄を行う。ノズル４７３の先端部には、おしり洗浄吐水口４７
４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７４ｃが設けられている。ノ
ズル４７３は、その先端に設けられたおしり洗浄吐水口４７４ａまたはやわらか洗浄吐水
口４７４ｂから水を噴射して、便座２００に座った使用者の「おしり」を洗浄することが
できる。あるいは、ノズル４７３は、その先端に設けられたビデ洗浄吐水口４７４ｃから
水を噴射して、便座２００に座った女性の女性局部を洗浄することができる。なお、本願
明細書において「水」という場合には、冷水のみならず、加熱されたお湯も含むものとす
る。
【００３３】
　「おしり」を洗浄するモードのなかには、例えば、「おしり洗浄」と、「おしり洗浄」
よりもソフトな水流で優しく洗浄する「やわらか洗浄」と、が含まれる。ノズル４７３は
、例えば、「おしり洗浄」と、「やわらか洗浄」と、「ビデ洗浄」と、を実行することが
できる。
【００３４】
　なお、図１に表したノズル４７３では、ビデ洗浄吐水口４７４ｃがやわらか洗浄吐水口
４７４ｂよりもノズル４７３の先端側に設けられており、やわらか洗浄吐水口４７４ｂが
おしり洗浄吐水口４７４ａよりもノズル４７３の先端側に設けられているが、おしり洗浄
吐水口４７４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７４ｃの設置位置
は、これだけに限定されるわけではない。また、図１に表したノズル４７３では、３つの
吐水口が設けられているが、例えば、やわらか洗浄吐水口４７４ｂが省略されていてもよ
いし、４つ以上の吐水口が設けられていてもよい。
【００３５】
　図２は、実施形態に係る衛生洗浄装置の要部構成を模式的に表すブロック図である。　
　図２では、水路系と電気系の要部構成を併せて表している。　
　図２に表したように、衛生洗浄装置１００は、導水部２０を有する。導水部２０は、水
道や貯水タンクなどの給水源１０からノズル４７３に至る管路２０ａを有する。導水部２
０は、管路２０ａにより、給水源１０から供給された水をノズル４７３に導く。管路２０
ａは、例えば、以下に説明する電磁弁４３１、熱交換器ユニット４４０、流路切替部４７
２などの各部と、これらの各部を接続する複数の配管と、によって形成される。
【００３６】
　導水部２０の上流側には、電磁弁４３１が設けられている。電磁弁４３１は、開閉可能
な電磁バルブであり、ケーシング４００の内部に設けられた制御部４０５からの指令に基
づいて水の供給を制御する。換言すれば、電磁弁４３１は、管路２０ａを開閉する。電磁
弁４３１を開状態にすることにより、給水源１０から供給された水が、管路２０ａに流れ
る。
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【００３７】
　電磁弁４３１の下流には、調圧弁４３２が設けられている。調圧弁４３２は、給水圧が
高い場合に、管路２０ａ内の圧力を所定の圧力範囲に調整する。調圧弁４３２の下流には
、逆止弁４３３が設けられている。逆止弁４３３は、管路２０ａ内の圧力が低下した場合
などに、逆止弁４３３よりも上流側への水の逆流を抑制する。
【００３８】
　逆止弁４３３の下流には、熱交換器ユニット４４０（加熱部）が設けられている。熱交
換器ユニット４４０は、ヒータを有し、給水源１０から供給された水を加熱して例えば規
定の温度まで昇温する。すなわち、熱交換器ユニット４４０は、温水を生成する。
【００３９】
　熱交換器ユニット４４０は、例えばセラミックヒータなどを用いた瞬間加熱式（瞬間式
）の熱交換器である。瞬間加熱式の熱交換器は、貯湯タンクを用いた貯湯加熱式の熱交換
器と比較すると、短い時間で水を規定の温度まで昇温させることができる。なお、熱交換
器ユニット４４０は、瞬間加熱式の熱交換器には限定されず、貯湯加熱式の熱交換器であ
ってもよい。また、加熱部は、熱交換器に限ることなく、例えば、マイクロ波加熱を利用
するものなど、他の加熱方式を用いたものでもよい。
【００４０】
　熱交換器ユニット４４０は、制御部４０５と接続されている。制御部４０５は、例えば
、使用者による操作部５００の操作に応じて熱交換器ユニット４４０を制御することによ
り、操作部５００で設定された温度に水を昇温する。
【００４１】
　熱交換器ユニット４４０の下流には、流量センサ４４２が設けられている。流量センサ
４４２は、熱交換器ユニット４４０から吐出された水の流量を検知する。すなわち、流量
センサ４４２は、管路２０ａ内を流れる水の流量を検知する。流量センサ４４２は、制御
部４０５に接続されている。流量センサ４４２は、流量の検知結果を制御部４０５に入力
する。
【００４２】
　流量センサ４４２の下流には、電解槽ユニット４５０が設けられている。電解槽ユニッ
ト４５０は、内部を流れる水道水を電気分解することにより、水道水から次亜塩素酸を含
む液（機能水）を生成する。電解槽ユニット４５０は、制御部４０５に接続されている。
電解槽ユニット４５０は、制御部４０５による制御に基づいて、機能水の生成を行う。
【００４３】
　電解槽ユニット４５０において生成される機能水は、例えば、銀イオンや銅イオンなど
の金属イオンを含む溶液であってもよい。あるいは、電解槽ユニット４５０において生成
される機能水は、電解塩素やオゾンなどを含む溶液であってもよい。あるいは、電解槽ユ
ニット４５０において生成される機能水は、酸性水やアルカリ水であってもよい。
【００４４】
　電解槽ユニット４５０の下流には、バキュームブレーカ（ＶＢ）４５２が設けられてい
る。バキュームブレーカ４５２は、例えば、水を流すための流路と、流路内に空気を取り
込むための吸気口と、吸気口を開閉する弁機構と、を有する。弁機構は、例えば、流路に
水が流れている時に吸気口を塞ぎ、水の流れの停止とともに吸気口を開放して流路内に空
気を取り込む。すなわち、バキュームブレーカ４５２は、導水部２０に水の流れが無い時
に、管路２０ａ内に空気を取り込む。弁機構には、例えば、フロート弁が用いられる。
【００４５】
　バキュームブレーカ４５２は、上記のように管路２０ａ内に空気を取り込むことにより
、例えば、管路２０ａのバキュームブレーカ４５２よりも下流の部分の水抜きを促進させ
る。バキュームブレーカ４５２は、例えば、ノズル４７３の水抜きを促進する。このよう
に、バキュームブレーカ４５２は、ノズル４７３内の水を抜いてノズル４７３内に空気を
取り込むことにより、例えば、ノズル４７３内の洗浄水やボウル８０１内に溜まった汚水
などが、給水源１０（上水）側に逆流してしまうことを抑制する。
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【００４６】
　バキュームブレーカ４５２の下流には、圧力変調部４５４が設けられている。圧力変調
部４５４は、導水部２０の管路２０ａ内の水の流れに脈動または加速を与え、ノズル４７
３のおしり洗浄吐水口４７４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７
４ｃやノズル洗浄部４７８の吐水部から吐水される水に脈動を与える。すなわち、圧力変
調部４５４は、管路２０ａ内を流れる水の流動状態を変動させる。圧力変調部４５４は、
制御部４０５に接続されている。圧力変調部４５４は、制御部４０５による制御に基づい
て、水の流動状態を変動させる。圧力変調部４５４は、管路２０ａ内の水の圧力を変動さ
せる。
【００４７】
　圧力変調部４５４の下流には、流量調整部４７１が設けられている。流量調整部４７１
は、水勢（流量）の調整を行う。流量調整部４７１の下流には、流路切替部４７２が設け
られている。流路切替部４７２は、ノズル４７３やノズル洗浄部４７８への給水の開閉や
切替を行う。流量調整部４７１及び流路切替部４７２は、１つのユニットとして設けられ
てもよい。流量調整部４７１及び流路切替部４７２は、制御部４０５に接続されている。
流量調整部４７１及び流路切替部４７２の動作は、制御部４０５によって制御される。
【００４８】
　流路切替部４７２の下流には、ノズル４７３、及びノズル洗浄部４７８が設けられてい
る。ノズル４７３は、ノズル駆動部４７６からの駆動力を受け、便器８００のボウル８０
１内に進出したり、ボウル８０１内から後退したりする。
【００４９】
　ノズル洗浄部４７８は、例えば、吐水部から機能水あるいは水を噴射することにより、
ノズル４７３の外周表面（胴体）を洗浄する。
【００５０】
　また、流路切替部４７２の下流には、導水部２０を介して給水源１０から供給された水
や電解槽ユニット４５０において生成された機能水を、ノズル４７３に供給するおしり洗
浄流路２１と、やわらか洗浄流路２２と、ビデ洗浄流路２３と、が設けられている。おし
り洗浄流路２１は、流路切替部４７２とおしり洗浄吐水口４７４ａとを接続する。やわら
か洗浄流路２２は、流路切替部４７２とやわらか洗浄吐水口４７４ｂとを接続する。ビデ
洗浄流路２３は、流路切替部４７２とビデ洗浄吐水口４７４ｃとを接続する。
【００５１】
　また、流路切替部４７２の下流には、表面洗浄流路２４と、第１ボウル噴出流路２５と
、第２ボウル噴出流路２６と、が設けられている。表面洗浄流路２４は、導水部２０を介
して給水源１０から供給された水や電解槽ユニット４５０において生成された機能水をノ
ズル洗浄部４７８の吐水部へ導く。第１ボウル噴出流路２５及び第２ボウル噴出流路２６
は、導水部２０を介して給水源１０から供給された水や電解槽ユニット４５０において生
成された機能水をノズル４７３の噴出口４７９（後述の第１噴出口４７９ａ及び第２噴出
口４７９ｂ）へ導く。噴出口４７９に供給された水または機能水は、噴出口４７９からボ
ウル８０１に向けて噴出される。なお、第２噴出口４７９ｂが設けられない場合、第２ボ
ウル噴出流路２６は、省略可能である。
【００５２】
　制御部４０５は、流路切替部４７２を制御することにより、おしり洗浄流路２１、やわ
らか洗浄流路２２、ビデ洗浄流路２３、表面洗浄流路２４、第１ボウル噴出流路２５、及
び第２ボウル噴出流路２６の各流路の開閉を切り替える。このように、流路切替部４７２
は、おしり洗浄吐水口４７４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、ビデ洗浄吐水口４７４ｃ
、ノズル洗浄部４７８、及び噴出口４７９などの複数の吐水口のそれぞれについて、管路
２０ａに連通させた状態と、管路２０ａに連通させない状態と、を切り替える。
【００５３】
　制御部４０５は、電源回路４０１から電力を供給され、着座検知センサ４０４や、流量
センサ４４２や、操作部５００などからの信号に基づいて、電磁弁４３１や、熱交換器ユ
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ニット４４０や、電解槽ユニット４５０や、圧力変調部４５４や、流量調整部４７１や、
流路切替部４７２や、ノズル駆動部４７６などの動作を制御する。これにより、制御部４
０５は、ノズル４７３の動作を制御する。
【００５４】
　また、ケーシング４００には、便座２００に座った使用者の「おしり」などに向けて温
風を吹き付けて乾燥させる「温風乾燥機能」や「脱臭ユニット」や「室内暖房ユニット」
などの各種の機構が適宜設けられていてもよい。この際、ケーシング４００の側面には、
脱臭ユニットからの排気口４０７及び室内暖房ユニットからの排出口４０８が適宜設けら
れる。ただし、本発明においては、衛生洗浄機能部やその他の付加機能部は必ずしも設け
なくてもよい。
【００５５】
　図３（ａ）及び図３（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズルを模式的に表す斜
視図である。　
　図４は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズルを模式的に表す正面図である。　
　図５（ａ）及び図５（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式的に表
す断面図である。　
　図５（ａ）及び図５（ｂ）は、図１に示すＡ１－Ａ２線による断面のうち、ノズル４７
３の周辺を表す。
【００５６】
　図３（ａ）、図３（ｂ）、図４、図５（ａ）、及び図５（ｂ）に表したように、ノズル
４７３は、例えば、ノズルヘッド４７３ａと、ノズルカバー４７３ｂと、を有する。ノズ
ルヘッド４７３ａは、ノズルカバー４７３ｂの内部に収納されている。換言すれば、ノズ
ルカバー４７３ｂは、ノズルヘッド４７３ａを覆っている。
【００５７】
　ノズルヘッド４７３ａには、人体局部に向けて水を吐出する吐水口４７４（おしり洗浄
吐水口４７４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７４ｃ）と、ボウ
ル８０１に向けて水を噴出する噴出口４７９（第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９
ｂ）と、が設けられている。ノズルヘッド４７３ａは、おしり洗浄流路２１、やわらか洗
浄流路２２、ビデ洗浄流路２３、第１ボウル噴出流路２５、及び第２ボウル噴出流路２６
に接続されている。
【００５８】
　ノズルカバー４７３ｂには、吐水口４７４（おしり洗浄吐水口４７４ａ、やわらか洗浄
吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７４ｃ）と連通する孔部４７５ａと、噴出口４７
９（第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂ）を露出させる切り欠き部４７５ｂと、
が設けられている。図４に表したように、切り欠き部４７５ｂは、例えば、ノズル４７３
の前端部４７７の上下方向の中央ＣＬ１よりも下方に設けられる。
【００５９】
　このように、第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂを露出させる切り欠き部４７
５ｂを、ノズル４７３の前端部４７７の上下方向の中央ＣＬ１よりも下方に設けることで
、使用者から見たときに切り欠き部４７５ｂを目立ちにくくすることができる。これによ
り、意匠性を向上させることができる。
【００６０】
　以下、第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂについて、詳しく説明する。　
　図５（ａ）は、第１噴出口４７９ａから水を噴出している状態（すなわち、後述の前方
洗浄動作）を表している。図５（ｂ）は、第２噴出口４７９ｂから水を噴出している状態
（すなわち、後述の後方洗浄動作）を表している。
【００６１】
　第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂは、例えば、霧状の水を噴出する。第１噴
出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂから噴出される水の粒径は、例えば、おしり洗浄吐
水口４７４ａ、やわらか洗浄吐水口４７４ｂ、及びビデ洗浄吐水口４７４ｃから噴出され
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る水の粒径よりも小さい。第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂから噴出される水
の粒径は、例えば、約４００μｍ程度である。
【００６２】
　図５（ａ）に表したように、第１噴出口４７９ａは、前下方に向けて開口している。第
１噴出口４７９ａは、前下方に向けて水を噴出する。より具体的には、第１噴出口４７９
ａは、水平面ＨＰに対して第１噴出角度θ１で水を噴出する。第１噴出角度θ１は、第１
噴出口４７９ａから噴出される水の第１噴出方向Ｄ１と水平面ＨＰとのなす角度である。
第１噴出方向Ｄ１は、例えば、第１噴出口４７９ａから噴射される水の噴出範囲Ｒ１の中
心線で表すことができる。第１噴出方向Ｄ１は、例えば、第１噴出口４７９ａの法線で表
してもよい。
【００６３】
　第１噴出角度θ１は、例えば、水平面ＨＰに対するノズル４７３の進出角度θ３よりも
大きい。進出角度θ３は、ノズル４７３の進出方向ＥＤと水平面ＨＰとのなす角度である
。換言すれば、第１噴出口４７９ａは、例えば、ノズル４７３の進出方向ＥＤよりも後方
に向けて水を噴出する。第１噴出角度θ１は、鋭角である。第１噴出角度θ１は、例えば
、３８度以上７２度以下である。
【００６４】
　図５（ｂ）に表したように、第２噴出口４７９ｂは、第１噴出口４７９ａよりも後方に
向けて開口している。第２噴出口４７９ｂは、第１噴出口４７９ａよりも後方に向けて水
を噴出する。より具体的には、第２噴出口４７９ｂは、水平面ＨＰに対して第２噴出角度
θ２で水を噴出する。第２噴出角度θ２は、第２噴出口４７９ｂから噴出される水の第２
噴出方向Ｄ２と水平面ＨＰとのなす角度である。第２噴出方向Ｄ２は、例えば、第２噴出
口４７９ｂから噴射される水の噴出範囲Ｒ２の中心線で表すことができる。第２噴出方向
Ｄ２は、例えば、第２噴出口４７９ｂの法線で表してもよい。
【００６５】
　第２噴出角度θ２は、例えば、水平面ＨＰに対するノズル４７３の進出角度θ３よりも
大きい。換言すれば、第２噴出口４７９ｂは、例えば、ノズル４７３の進出方向ＥＤより
も後方に向けて水を噴出する。第２噴出角度θ２は、第１噴出角度θ１よりも大きい。換
言すれば、第２噴出口４７９ｂは、第１噴出口４７９ａよりも後方に向けて水を噴出する
。第２噴出角度θ２は、例えば、７２度以上９０度以下である。
【００６６】
　このように、前後方向において異なる向きに水を噴出する２つの噴出口４７９（第１噴
出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂ）を設けることで、ボウル８０１のより広い範囲に
水を付着させることができる。より具体的には、前下方に向けて水を噴出する第１噴出口
４７９ａによりボウル８０１の前方側に水を付着させるとともに、第１噴出口４７９ａよ
りも後方に向けて水を噴出する第２噴出口４７９ｂによりボウル８０１の後方側に水を付
着させることができる。これにより、第１噴出口４７９ａから噴出される水が付着しにく
いボウル８０１の後方側に第２噴出口４７９ｂから噴出される水を付着させることができ
、ボウル８０１のより広い範囲に水を付着させることができる。
【００６７】
　また、図４に表したように、第２噴出口４７９ｂは、第１噴出口４７９ａの側方に設け
られる。より具体的には、第２噴出口４７９ｂは、上下方向において第１噴出口４７９ａ
と重ならない。第２噴出口４７９ｂの少なくとも一部は、例えば、左右方向において第１
噴出口４７９ａと重なる。また、例えば、第１噴出口４７９ａは、ノズル４７３の前端部
４７７の左右方向の中央ＣＬ２よりも一方側（この例では左側）に位置し、第２噴出口４
７９ｂは、左右方向の中央ＣＬ２よりも他方側（この例では右側）に位置する。
【００６８】
　なお、第１噴出口４７９ａがノズル４７３の前端部４７７の左右方向の中央ＣＬ２より
も右側に位置し、第２噴出口４７９ｂが左右方向の中央ＣＬ２よりも左側に位置していて
もよい。換言すれば、第１噴出口４７９ａの左右方向の位置と第２噴出口４７９ｂの左右



(11) JP 6741219 B1 2020.8.19

10

20

30

40

50

方向の位置とは、逆であってもよい。
【００６９】
　このように、第２噴出口４７９ｂを第１噴出口４７９ａの側方に設けることで、第１噴
出口４７９ａの水を噴出する向きと第２噴出口４７９ｂの水を噴出する向きとが異なる場
合にも、一方の噴出口４７９（例えば、第２噴出口４７９ｂ）から噴出された水が他方の
噴出口４７９（例えば、第１噴出口４７９ａ）に当たってしまうことを抑制できる。これ
により、それぞれの噴出口４７９の水を噴出する向きの設計の自由度を向上させることが
できる。したがって、第１噴出口４７９ａからより前方に向けて水を噴出させることがで
き、ボウル８０１の前方側により水を付着させやすくすることができる。
【００７０】
　また、図４に表したように、第１噴出口４７９ａは、例えば、第２噴出口４７９ｂより
も上方に位置する。より具体的には、第１噴出口４７９ａの中心Ｃ１は、第２噴出口４７
９ｂの中心Ｃ２よりも上方に位置する。
【００７１】
　このように、第１噴出口４７９ａの中心Ｃ１を第２噴出口４７９ｂの中心Ｃ２よりも上
方に配置することで、一方の噴出口４７９（例えば、第２噴出口４７９ｂ）から噴出され
た水が他方の噴出口４７９（例えば、第１噴出口４７９ａ）に当たってしまうことをより
確実に抑制することができる。
【００７２】
　また、図４に表したように、第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂは、例えば、
ノズル４７３の前端部４７７に設けられる。より具体的には、第１噴出口４７９ａ及び第
２噴出口４７９ｂは、例えば、ノズル４７３の前端部４７７において、上下方向の中央Ｃ
Ｌ１よりも下方に設けられる。
【００７３】
　このように、第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂをノズル４７３の前端部４７
７に設けることで、第１噴出口４７９ａからより前方に向けて水を噴出させることができ
る。これにより、ボウル８０１の前方側により水を付着させやすくすることができる。
【００７４】
　なお、実施形態において、第２噴出口４７９ｂは、必要に応じて設けられ、省略可能で
ある。換言すれば、ノズル４７３は、少なくとも第１噴出口４７９ａを有していればよい
。第２噴出口４７９ｂが設けられない場合、第１噴出口４７９ａは、例えば、ノズル４７
３の前端部４７７の左右方向の中央ＣＬ２と重なるように設けられる。
【００７５】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式的に表
す断面図である。　
　図６（ａ）は、ノズル４７３が収納位置にある状態を表している。図６（ｂ）は、ノズ
ル４７３が進出位置にある状態を表している。
【００７６】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）に表したように、実施形態に係る衛生洗浄装置１００は、遮
蔽板６００を備える。遮蔽板６００は、ケーシング４００に対して回動可能に設けられる
。
【００７７】
　図６（ａ）に表したように、ノズル４７３が収納位置にあるとき、遮蔽板６００は、初
期位置にある。遮蔽板６００は、初期位置にあるとき、ノズル４７３の前方に位置する。
図６（ｂ）に表したように、ノズル４７３が進出位置にあるとき、遮蔽板６００は、第１
位置にある。遮蔽板６００は、第１位置にあるとき、ノズル４７３の上方に位置する。
【００７８】
　ノズル４７３が収納位置から進出位置に進出すると、遮蔽板６００は、初期位置から第
１位置に回動する。第１位置は、初期位置から第１角度ψ１回動した位置である。
【００７９】
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　初期位置において、遮蔽板６００は、例えば、鉛直面ＶＰに対して平行に設けられる。
初期位置において、遮蔽板６００は、例えば、鉛直面ＶＰに対して０度を超え３度以下傾
いていてもよい。換言すれば、初期位置における遮蔽板６００の第１傾斜方向Ｔ１と鉛直
面ＶＰとのなす角度は、例えば、０度以上３度以下である。第１傾斜方向Ｔ１は、例えば
、初期位置における遮蔽板６００の軸支部６０１から下方に延びる下延部６０２に沿う直
線で表すことができる。第１傾斜方向Ｔ１は、例えば、初期位置における遮蔽板６００の
上端と下端とを結ぶ直線で表してもよい。
【００８０】
　第１角度ψ１は、初期位置における遮蔽板６００の第１傾斜方向Ｔ１と第１位置におけ
る遮蔽板６００の第２傾斜方向Ｔ２とのなす角度である。第２傾斜方向Ｔ２は、例えば、
第１位置における遮蔽板６００の軸支部６０１から下方に延びる下延部６０２に沿う直線
で表すことができる。第２傾斜方向Ｔ２は、例えば、第１位置における遮蔽板６００の上
端と下端とを結ぶ直線で表してもよい。第１角度ψ１は、例えば、２５度以上４５度以下
である。
【００８１】
　図７は、実施形態に係る衛生洗浄装置のノズル周辺を模式的に表す断面図である。　
　実施形態において、制御部４０５は、衛生洗浄装置１００の使用前に、使用前洗浄を行
う。使用前洗浄において、制御部４０５は、図７に表したように、遮蔽板６００が初期位
置から第２角度ψ２回動した第２位置にある状態で、第１噴出口４７９ａから水を噴出さ
せる前方洗浄動作を行う。
【００８２】
　第２角度ψ２は、初期位置における遮蔽板６００の第１傾斜方向Ｔ１と第２位置におけ
る遮蔽板６００の第３傾斜方向Ｔ３とのなす角度である。第３傾斜方向Ｔ３は、例えば、
第２位置における遮蔽板６００の軸支部６０１から下方に延びる下延部６０２に沿う直線
で表すことができる。第３傾斜方向Ｔ３は、例えば、第２位置における遮蔽板６００の上
端と下端とを結ぶ直線で表してもよい。第２角度ψ２は、例えば、３度以上２５度以下で
ある。
【００８３】
　第２角度ψ２は、０度よりも大きい。第２角度ψ２は、第１角度ψ１よりも小さい。す
なわち、前方洗浄動作を行うときの（第２位置における）遮蔽板６００は、ノズル４７３
が収納位置にあるときの（初期位置における）遮蔽板６００よりも開いた状態であり、か
つノズル４７３が進出位置にあるときの（第１位置における）遮蔽板６００よりも閉じた
状態である。また、前方洗浄動作において（遮蔽板６００が第２位置にあるとき）、遮蔽
板６００の少なくとも一部は、ノズル４７３の前端部４７７よりも前方に位置する。
【００８４】
　このように、遮蔽板６００を初期位置から第２角度ψ２回動させた状態で第１噴出口４
７９ａから水を噴出させることで、第１噴出口４７９ａから前下方に向けて噴出された水
が遮蔽板６００によって妨害されることを抑制することができ、ボウル８０１の前方側に
水を付着させやすくなる。
【００８５】
　また、遮蔽板６００を第１角度ψ１よりも小さい第２角度ψ２回動させ、遮蔽板６００
の少なくとも一部がノズル４７３の前端部４７７よりも前方に位置する状態で第１噴出口
４７９ａから水を噴出させることで、着座中の使用者に第１噴出口４７９ａから噴出され
た水がかかることを抑制できる。例えば、第１噴出口４７９ａから微細な霧状の水が噴出
された場合にも、遮蔽板６００によって着座中の使用者に第１噴出口４７９ａから噴出さ
れた微細な霧状の水がかかることを抑制できる。
【００８６】
　この例では、遮蔽板６００は、ノズル４７３の進退により回動可能である。制御部４０
５は、収納位置にあるノズル４７３を収納位置と進出位置との間の所定位置まで進出させ
ることで、遮蔽板６００を所定位置から第２位置まで回動させた状態で、前方洗浄動作を
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行う。
【００８７】
　このように、ノズル４７３の進退により回動可能な遮蔽板６００を設けることで、遮蔽
板６００を自動で回動させるユニットを別途設けなくても、遮蔽板６００を回動させるこ
とができる。また、ノズル４７３を所定位置まで進出させることで、ボウル８０１の前方
側に水を付着させやすくなるとともに、第１噴出口４７９ａの位置が低くなるため、着座
中の使用者に第１噴出口４７９ａから噴出された水がかかることをより確実に抑制できる
。
【００８８】
　図７に表したように、第２角度ψ２は、例えば、ノズル４７３の鉛直面ＶＰに対する進
出角度ψ３よりも小さい。進出角度ψ３は、ノズル４７３の進出方向ＥＤと鉛直面ＶＰと
のなす角度である。第２角度ψ２をこのような角度にすることで、ボウル８０１の前方側
に水を付着させやすくなるとともに、着座中の使用者に第１噴出口４７９ａから噴出され
た水がかかることをより確実に抑制できる。
【００８９】
　また、遮蔽板６００の下端は、例えば、遮蔽板６００が第２位置にあるとき、第１噴出
口４７９ａの中心Ｃ１よりも下方または第１噴出口４７９ａの中心Ｃ１と同じ高さに位置
する。換言すれば、第２角度ψ２は、例えば、遮蔽板６００の下端が第１噴出口４７９ａ
の中心Ｃ１よりも下方または第１噴出口４７９ａの中心Ｃ１と同じ高さに位置するような
角度に設定される。第２角度ψ２をこのような角度にすることで（第２位置をこのような
位置にすることで）、ボウル８０１の前方側に水を付着させやすくなるとともに、着座中
の使用者に第１噴出口４７９ａから噴出された水がかかることをより確実に抑制できる。
【００９０】
　図６（ａ）及び図７において、噴出範囲Ｒ１は、第１噴出口４７９ａから水を噴出した
場合の噴出範囲を表している。図６（ａ）に表したように、遮蔽板６００が初期位置にあ
るとき、噴出範囲Ｒ１は、遮蔽板６００と重なる。つまり、遮蔽板６００が初期位置にあ
る状態で、第１噴出口４７９ａから水を噴出すると、遮蔽板６００により妨害されてしま
う。
【００９１】
　これに対し、図７に表したように、遮蔽板６００が第２位置にあるとき、噴出範囲Ｒ１
は、遮蔽板６００と重ならない。換言すれば、第２角度ψ２は、例えば、第１噴出口４７
９ａの噴出範囲Ｒ１が遮蔽板６００と重ならないような角度に設定される。第２角度ψ２
をこのような角度にすることで（第２位置をこのような位置にすることで）、ボウル８０
１の前方側に水を付着させやすくなるとともに、着座中の使用者に第１噴出口４７９ａか
ら噴出された水がかかることをより確実に抑制できる。
【００９２】
　図４に表したように、実施形態において、第１噴出口４７９ａ及び第２噴出口４７９ｂ
は、ノズル４７３の前端部４７７に設けられている。また、第２噴出口４７９ｂは、第１
噴出口４７９ａの側方に設けられている。このように、ノズル４７３の前端部４７７にお
いて第２噴出口４７９ｂを第１噴出口４７９ａの側方に設けることで、ノズルの前端部４
７７において第２噴出口４７９ｂを第１噴出口４７９ａの上方や下方に設ける場合と比べ
て、ノズル４７３の前端部４７７が上下方向に長くなることを抑制できる。これにより、
遮蔽板６００の上下方向の長さを短くすることができ、前方洗浄動作を行う際の第２角度
ψ２を小さくすることができる。第２角度ψ２を小さくすることで、着座中の使用者に第
１噴出口４７９ａから噴出された水がかかることをより確実に抑制できる。
【００９３】
　図８は、実施形態に係る衛生洗浄装置の変形例のノズル周辺を模式的に表す断面図であ
る。　
　実施形態において、衛生洗浄装置１００は、遮蔽板６００を自動で回動させるユニット
（駆動ユニット）を有していてもよい。この場合、制御部４０５は、図８に表したように
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、ノズル４７３を進出させずに、遮蔽板６００を駆動ユニットによって初期位置から第２
位置に回動させて、前方洗浄動作を行ってもよい。
【００９４】
　この例においても、遮蔽板６００を初期位置から第２角度ψ２回動させた状態で第１噴
出口４７９ａから水を噴出させることで、第１噴出口４７９ａから前下方に向けて噴出さ
れた水が遮蔽板６００によって妨害されることを抑制することができ、ボウル８０１の前
方側に水を付着させやすくなる。
【００９５】
　図９は、実施形態に係る衛生洗浄装置の動作の一例を表すフローチャートである。　
　以下、図９を参照しながら、使用前洗浄において、第１噴出口４７９ａからの水の噴出
（前方洗浄動作）のみを行う場合のフローの一例について説明する。
【００９６】
　図９に表したように、この例では、制御部４０５は、着座検知センサ４０４が着座を検
知しない状態から着座を検知した状態になると（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ）、所定位置
までノズル４７３を進出させる（ステップＳ１０２）。これにより、遮蔽板６００を初期
位置から第２位置に回動させた状態にすることができる。
【００９７】
　このように、使用者の着座をトリガーにして前方洗浄動作などの使用前洗浄を行うこと
で、衛生洗浄装置１００の使用直前にボウル８０１に水を付着させることができる。これ
により、ボウル８０１に水を付着させてから時間が経過して付着した水が乾いたり水が落
水したりしてしまうことを抑制できる。
【００９８】
　なお、使用前洗浄のトリガーは、使用者の着座に限定されない。制御部４０５は、例え
ば、使用者のトイレ室への入室や、便蓋３００を開くためのボタン操作などをトリガーに
して、使用前洗浄を行ってもよい。
【００９９】
　所定位置までノズル４７３を進出させると、制御部４０５は、第１噴出口４７９ａから
の水の噴出（前方洗浄動作）を開始させる（ステップＳ１０３）。第１噴出口４７９ａか
らの水の噴出を所定時間（例えば、６秒間）行ったら（ステップＳ１０４：Ｙｅｓ）、制
御部４０５は、第１噴出口４７９ａからの水の噴出（前方洗浄動作）を停止させる（ステ
ップＳ１０５）。
【０１００】
　第１噴出口４７９ａからの水の噴出を停止させると、制御部４０５は、収納位置までノ
ズル４７３を後退させる（ステップＳ１０６）。
【０１０１】
　ステップＳ１０３は、ステップＳ１０２の開始後、ステップＳ１０２が完了する前に行
われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を進出させながら、第１噴出口
４７９ａからの水の噴出を開始させてもよい。また、ステップＳ１０３は、ステップＳ１
０２の前に行われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３の進出前に第１噴
出口４７９ａからの水の噴出を開始させてもよい。
【０１０２】
　ステップＳ１０５は、ステップＳ１０６の後に行われてもよい。すなわち、制御部４０
５は、ノズル４７３の後退後に第１噴出口４７９ａからの水の噴出を停止させてもよい。
また、ステップＳ１０５は、ステップＳ１０６の開始後、ステップＳ１０６が完了する前
に行われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を後退させながら、第１噴
出口４７９ａからの水の噴出を停止させてもよい。
【０１０３】
　図１０は、実施形態に係る衛生洗浄装置の動作の別の一例を表すフローチャートである
。
　以下、図１０を参照しながら、使用前洗浄において、第１噴出口４７９ａからの水の噴
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出（前方洗浄動作）及び第２噴出口４７９ｂからの水の噴出（後方洗浄動作）を行う場合
のフローの一例について説明する。
【０１０４】
　図１０に表したように、この例では、制御部４０５は、着座検知センサ４０４が着座を
検知しない状態から着座を検知した状態になると（ステップＳ２０１：Ｙｅｓ）、第２噴
出口４７９ｂからの水の噴出（後方洗浄動作）を開始させる（ステップＳ２０２）。
【０１０５】
　第２噴出口４７９ｂからの水の噴出を開始させると、制御部４０５は、第２噴出口４７
９ｂから水を噴出させた状態で、所定位置までノズル４７３を進出させる（ステップＳ２
０３）。これにより、遮蔽板６００を初期位置から第２位置に回動させた状態にすること
ができる。すなわち、制御部４０５は、遮蔽板６００を初期位置から第２位置に回動させ
る間に、第２噴出口４７９ｂから水を噴出させる後方洗浄動作を行う。
【０１０６】
　このように、遮蔽板６００を初期位置から第２位置に回動させる間に後方洗浄動作を行
うことで、より短い時間でボウル８０１のより広い範囲に水を付着させることができる。
【０１０７】
　所定位置までノズル４７３を進出させると、制御部４０５は、第２噴出口４７９ｂから
の水の噴出（後方洗浄動作）を停止させる（ステップＳ２０４）とともに、第１噴出口４
７９ａからの水の噴出（前方洗浄動作）を開始させる（ステップＳ２０５）。
【０１０８】
　第１噴出口４７９ａからの水の噴出を所定時間（例えば、６秒間）行ったら（ステップ
Ｓ２０６：Ｙｅｓ）、制御部４０５は、第１噴出口４７９ａからの水の噴出（前方洗浄動
作）を停止させる（ステップＳ２０７）とともに、第２噴出口４７９ｂからの水の噴出（
後方洗浄動作）を開始させる（ステップＳ２０８）。
【０１０９】
　第２噴出口４７９ｂからの水の噴出を開始させると、制御部４０５は、第２噴出口４７
９ｂから水を噴出させた状態で、収納位置までノズル４７３を後退させる（ステップＳ２
０９）。
【０１１０】
　収納位置までノズル４７３を後退させると、制御部４０５は、第２噴出口４７９ｂから
の水の噴出（後方洗浄動作）を停止させる（ステップＳ２１０）。
【０１１１】
　ステップＳ２０２は、ステップＳ２０３の開始後、ステップＳ２０３が完了する前に行
われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を進出させながら、第２噴出口
４７９ｂからの水の噴出を開始させてもよい。
【０１１２】
　また、ステップＳ２０４及びステップＳ２０５は、ステップＳ２０３の開始後、ステッ
プＳ２０３が完了する前に行われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を
進出させながら、第２噴出口４７９ｂからの水の噴出を停止させてもよいし、ノズル４７
３を進出させながら、第１噴出口４７９ａからの水の噴出を開始させてもよい。
【０１１３】
　ステップＳ２１０は、ステップＳ２０９の開始後、ステップＳ２０９が完了する前に行
われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を後退させながら、第２噴出口
４７９ｂからの水の噴出を停止させてもよい。
【０１１４】
　また、ステップＳ２０７及びステップＳ２０８は、ステップＳ２０９の開始後、ステッ
プＳ２０９が完了する前に行われてもよい。すなわち、制御部４０５は、ノズル４７３を
後退させながら、第１噴出口４７９ａからの水の噴出を停止させてもよいし、ノズル４７
３を進出させながら、第２噴出口４７９ｂからの水の噴出を開始させてもよい。
【０１１５】
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　また、ステップＳ２０２及びステップＳ２０４は、必要に応じて行われ、省略可能であ
る。すなわち、前方洗浄動作の前に行われる後方洗浄動作は、必要に応じて行われ、省略
可能である。同様に、ステップＳ２０８及びステップＳ２１０は、必要に応じて行われ、
省略可能である。すなわち、前方洗浄動作の後に行われる後方洗浄動作は、必要に応じて
行われ、省略可能である。実施形態においては、前方洗浄動作の前及び前方洗浄動作の後
の少なくともいずれかにおいて、後方洗浄動作を行うことが好ましい。
【０１１６】
　また、実施形態において、制御部４０５は、衛生洗浄装置１００の使用後に、使用後洗
浄を行ってもよい。より具体的には、制御部４０５は、例えば、着座検知センサ４０４が
着座を検知した状態から着座を検知しない状態になると、使用後洗浄を行ってもよい。使
用後洗浄において噴出口４７９から噴出される水は、電解槽ユニット４５０において生成
された機能水であってもよい。
【０１１７】
　なお、使用後洗浄のトリガーは、使用者の離座に限定されない。制御部４０５は、例え
ば、使用者のトイレ室からの退室や、便器洗浄のボタン操作などをトリガーにして、使用
後洗浄を行ってもよい。使用後洗浄は、上記の図９及び図１０に示したフローと同様のフ
ローで行うことができる。
【０１１８】
　以上のように、実施形態によれば、ノズル４７３の前方に遮蔽板６００が設けられた衛
生洗浄装置１００において、着座中の使用者に水がかかることを抑制しつつ、ノズル４７
３に設けられた噴出口４７９からボウル８０１の前方側に水を付着させることができる衛
生洗浄装置１００を提供できる。
【０１１９】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定さ
れるものではない。前述の実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、
本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例えば、衛生洗浄装置１０
０などが備える各要素の形状、寸法、材質、配置、設置形態などは、例示したものに限定
されるわけではなく適宜変更することができる。　
　また、前述した各実施の形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わ
せることができ、これらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包
含される。
【符号の説明】
【０１２０】
　１０ 給水源、　２０ 導水部、　２１　おしり洗浄流路、　２２ やわらか洗浄流路、
　２３ ビデ洗浄流路、　２４ 表面洗浄流路、　２５ 第１ボウル噴出流路、　２６ 第２
ボウル噴出流路、　１００ 衛生洗浄装置、　２００ 便座、　３００ 便蓋、　４００ ケ
ーシング、　４０１ 電源回路、　４０４ 着座検知センサ、　４０５ 制御部、　４０７ 
排気口、　４０８ 排出口、　４３１ 電磁弁、　４３２ 調圧弁、　４３３ 逆止弁、　４
４０ 熱交換器ユニット、　４４２ 流量センサ、　４５０ 電解槽ユニット、　４５２ バ
キュームブレーカ、　４５４ 圧力変調部、　４７１ 流量調整部、　４７２ 流路切替部
、　４７３ ノズル、　４７３ａ ノズルヘッド、　４７３ｂ ノズルカバー、　４７４ 吐
水口、　４７４ａ おしり洗浄吐水口、　４７４ｂ やわらか洗浄吐水口、　４７４ｃ ビ
デ洗浄吐水口、　４７５ａ 孔部、　４７５ｂ 切り欠き部、　４７６ ノズル駆動部、　
４７７ 前端部、　４７８ ノズル洗浄部、　４７９ 噴出口、　４７９ａ、４７９ｂ 第１
、第２噴出口、　５００ 操作部、　６００ 遮蔽板、　６０１ 軸支部、　６０２ 下延部
、　８００ 便器、　８０１ ボウル、　９００ トイレ装置、　Ｃ１、Ｃ２ 中心、　ＣＬ
１、ＣＬ２ 中央、　Ｄ１、Ｄ２ 第１、第２噴出方向、　ＥＤ 進出方向、　ＨＰ 水平面
、　Ｒ１、Ｒ２ 噴出範囲、　Ｔ１～Ｔ３ 第１～第３傾斜方向、　ＶＰ 鉛直面、　θ１
、θ２ 第１、第２噴出角度、　θ３ 進出角度、　ψ１、ψ２ 第１、第２角度、　ψ３ 
進出角度
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【要約】
【課題】ノズルの前方に遮蔽板が設けられた衛生洗浄装置において、着座中の使用者に水
がかかることを抑制しつつ、ノズルに設けられた噴出口からボウルの前方側に水を付着さ
せることができる衛生洗浄装置を提供する。
【解決手段】ボウルを有する便器の上に設けられる衛生洗浄装置であって、ケーシングと
、収納位置と進出位置との間で進退可能なノズルと、回動可能に設けられる遮蔽板と、制
御部と、を備え、ノズルは、前下方に向けて水を噴出する第１噴出口を有し、制御部は、
衛生洗浄装置の使用前において、遮蔽板が初期位置からノズル進出時の第１角度よりも小
さい第２角度回動した第２位置にある状態で、第１噴出口から水を噴出させる前方洗浄動
作を行い、前方洗浄動作において、遮蔽板の少なくとも一部は、ノズルの前端部よりも前
方に位置することを特徴とする衛生洗浄装置。
【選択図】図７

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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